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の
自
身
の
研
究）

1
（

は
、
こ
れ
ら
課
題
の
解
答
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

現
時
点
で
の
そ
れ
に
対
す
る
筆
者
な
り
の
理
解
を
、
地
方
史
研
究
協
議
会
第
七
二
回
（
三
重
）
大
会
と
い
う
地
域
史
研
究
に
関
わ
っ
て

き
た
人
た
ち
の
集
う
場
で
示
し
た
い
と
思
う
。

一

東
海
大
一
揆
の
経
過
と
特
徴

ま
ず
、
こ
の
一
揆
の
概
略
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
お
く
。

１

東
海
大
一
揆
の
展
開

こ
の
一
揆
の
各
局
面
を
描
い
た
「
伊
勢
暴
動
泥
絵）

2
（

」
が
、
松
阪
市
郷
土
資
料
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
東
海
大
一
揆
は
、
明
治
期
の

一
揆
と
し
て
は
珍
し
く
、
錦
絵
や
瓦
版
、
新
聞
挿
絵
な
ど
非
常
に
多
く
の
視
覚
資
料
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
一
〇
年

（
一
八
七
七
）
頃
に
東
京
や
大
阪
で
出
版
さ
れ
た
錦
絵
な
ど
と
比
べ
る
と
、
こ
の
泥
絵
は
明
ら
か
に
一
揆
に
対
す
る
捉
え
方
が
異
な
っ
て

お
り
、
一
揆
の
実
態
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
泥
絵
が
成
立
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
一
揆
の
直
後
で
は
な

く
、
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
刊
行
の
『
伊
勢
暴
動
顛
末
記）

3
（

』
以
降
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
作
者
も
、
こ
の
顛
末
記
の
著

者
で
あ
る
三
重
県
小
作
官
補
の
加
藤
政
次
郎
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
し
て
い
る
者
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
泥
絵
に
し
た
が
っ
て
、
一
揆
の
経
過
を
追
っ
て
み
た
い
。

一
揆
の
発
生
は
、
明
治
九
年
一
二
月
一
八
日
の
午
後
三
時
、
松
阪
南
方
の
櫛
田
川
沿
い
の
早
馬
瀬
川
原
（
松
阪
市
）
で
あ
っ
た
。
こ
こ

に
屯
集
し
た
一
揆
勢
は
、
警
官
隊
と
衝
突
し
た
後
、
さ
ら
に
松
阪
南
方
の
海
会
寺
野
（
松
阪
市
）
へ
移
動
し
た
。
そ
し
て
、
動
員
を
受
け

た
飯
高
郡
や
飯
野
郡
、
あ
る
い
は
多
気
郡
な
ど
の
農
民
た
ち
が
続
々
と
集
結
し
、
大
集
団
を
形
成
し
た
。

そ
の
後
、
松
阪
町
内
に
入
っ
て
、
魚
町
の
四
〇
数
件
の
商
家
を
炎
上
さ
せ
た
。
た
だ
し
、
無
差
別
に
商
家
を
放
火
し
た
の
で
は
な
く
、

三
井
銀
行
の
松
阪
分
店
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
の
で
あ
る
。
周
り
の
住
民
が
消
火
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
れ
を
妨
害
し
て
徹
底
的
に
燃

え
尽
き
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
類
焼
と
な
っ
て
、
大
き
な
被
害
を
出
し
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
南
下
し
て
、
度
会
県
庁
が
あ
っ
た
山
田
町
（
伊
勢
市
）
に
入
り
、
そ
の
周
辺
の
三
重
県
の
支
所
や
、
あ
る
い
は
大
小
区
扱
所
、

病
院
、
学
校
な
ど
の
官
有
施
設
の
焼
き
討
ち
を
す
る
。
そ
し
て
、
主
勢
力
は
海
会
寺
野
か
ら
さ
ら
に
北
上
し
て
、
津
の
三
重
県
庁
を
目
指

し
て
進
ん
だ
。
こ
れ
が
、
泥
絵
に
あ
る
県
庁
襲
撃
の
シ
ー
ン
で
あ
る
（
図
1
）。
こ
の
県
庁

襲
撃
は
、
泥
絵
で
は
県
庁
前
ま
で
一
揆
が
押
し
寄
せ
た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
一
九
日
の
一
七
時
頃
に
岩
田
橋
へ
進
ん
だ
段
階
で
、
抜
刀
士
族
の
動
員
に
よ
っ
て
編

成
さ
れ
た
鎮
圧
部
隊
に
よ
っ
て
侵
攻
を
阻
ま
れ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
一
揆
が
終
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
、
一
揆
勢
は
津
を
迂
回
し
て
、
亀
山

方
面
へ
進
む
。
そ
し
て
、
亀
山
方
面
か
ら
東
海
道
を
北
進
し
て
四
日
市
へ
向
か
い
、
さ
ら

に
北
へ
進
み
、
二
〇
日
の
一
一
時
頃
に
大
矢
知
（
四
日
市
市
）
の
懲
役
場
を
襲
撃
し
た
。
そ

の
際
に
、
懲
役
場
に
い
た
囚
人
や
授
産
人
四
〇
名
ほ
ど
が
解
放
さ
れ
、
彼
ら
が
そ
の
ま
ま

一
揆
勢
に
合
流
し
て
い
る
。
授
産
人
や
懲
役
人
の
な
か
に
は
、
こ
の
一
揆
で
た
だ
一
人
死

刑
と
な
っ
た
大
塚
源
吉
が
含
ま
れ
て
い
た
。

次
に
、
図
2
の
場
面
で
あ
る
が
、
松
阪
市
郷
土
資
料
室
の
説
明
で
は
「
場
所
は
不
明
」

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
く
見
る
と
、
小
舟
に
乗
っ
て
一
揆
勢
が
上
陸
し
よ
う
と
し

【図 1】津の三重県庁へ押し寄せる農民
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一

五
世
紀
の
横
穴
式
石
室

横
穴
式
石
室
は
九
州
系
と
畿
内
系
に
大
別
で
き
る
【
図
2
・
3
・
5
・

6
、
表
1
】。
両
系
統
の
違
い
は
、
石
室
の
閉
塞
方
法
と
閉
塞
箇
所
に
端

的
に
表
れ
る
。
九
州
系
の
横
穴
式
石
室
は
板
石
を
用
い
て
玄
室
入
口
に
あ

た
る
玄
門
部
で
閉
塞
す
る
。
板
石
を
立
て
か
け
て
閉
塞
す
る
た
め
、
こ
れ

を
受
け
る
玄
門
部
は
内
側
に
突
出
し
た
構
造
を
と
る）

2
（

。
一
方
、
畿
内
系
の

横
穴
式
石
室
は
、
玄
室
へ
の
通
路
に
あ
た
る
羨
道
に
お
い
て
、
塊
石
を
積

み
上
げ
る
方
法
に
よ
り
閉
塞
す
る）

3
（

。
玄
門
部
は
閉
塞
の
た
め
の
板
石
を
受

け
る
必
要
が
な
い
た
め
、
内
側
に
突
出
し
な
い
。

三
重
に
お
け
る
最
初
の
横
穴
式
石
室
と
し
て
、
志
摩
市
お
じ
ょ
か
古
墳

の
石
室
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
【
図
9
】。
お
じ
ょ
か
古
墳
は
、
五
世

紀
中
葉
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
で
、
板
石
で
石
室
を
閉
塞
す
る
九
州
系
の
横

穴
式
石
室
を
採
用
す
る）

4
（

。
古
く
か
ら
の
開
発
に
よ
り
墳
丘
が
削
ら
れ
て
い

る
た
め
、
古
墳
の
規
模
は
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
、
鏡
・
武
器
・
武
具

等
の
豊
富
な
副
葬
品
か
ら）

5
（

、
お
じ
ょ
か
古
墳
を
首
長
墳
と
評
価
で
き
る
。

海
を
の
ぞ
む
丘
陵
に
立
地
し
、
農
業
適
地
に
乏
し
い
周
囲
の
環
境
を
勘
案

【図 2】横穴式石室の模式図

【図 1】横穴式石室位置図

九州系の横穴式石室 １－おじょか古墳（志摩市）　２－中之郷古墳（西尾市）
竪穴系横口式石室 ３－大塚 C1 号墳（津市）
畿内型横穴式石室 ４－赤井塚古墳（名張市）
畿内系横穴式石室 ５－釜生田A5号墳（松阪市）　６－大名塚古墳（津市）　７－岩屋山

古墳（鳥羽市）　８－神明社古墳（田原市）　
高倉山型横穴式石室 ９－高倉山古墳（伊勢市）　10 －朝日山 C1 号墳（津市）　11 －小金

３号墳（明和町）　12 －塚穴古墳（志摩市）　13 －新美古墳（田原市）
14 －城宝寺古墳（田原市）　15 －籠池古墳（田原市）

三河型横穴式石室 16 －池田１号墳（豊田市）

【図 4】5世紀における大和政権の交流概念図

【図 3】横穴式石室の各部名称と
平面図に基づく分類

埋葬施設の違い

平面形による分類

各部の名称
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群
二
集
幄
下
一
、
皇（

藤

原

能

信

）

后
宮
大
夫
云
、
御
薬
事
無
二
殊
事
一
、
定
平
御
歟
、
但
内
裏
可
レ
有
二
火
事
一
者
、
其
夢
相
叶
事
、
太
可
二
希
有
一
也

者
、
父
子
間
有
二
其
告
一
歟
、
可
レ
悲
々
々
、（
後
略
）

後
朱
雀
の
病
は
、
外
宮
転
倒
や
奉
幣
の
延
引
を
受
け
、
連
日
神
宮
へ
の
遥
拝
を
行
っ
た
こ
と
や
、
心
労
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
、
重

く
病
む
日
も
あ
っ
た）
32
（

。
ま
た
、
こ
の
火
災
で
は
、
神
鏡
が
大
破
し
て
お
り）
33
（

、
後
朱
雀
は
、
外
宮
転
倒
と
神
鏡
の
破
損
に
対
し
、
自
身
の
不

徳
・
不
肖
を
た
び
た
び
口
に
し
て
い
る）
34
（

。
こ
の
よ
う
な
王
権
を
揺
る
が
す
大
事
が
頻
発
し
た
状
況
を
背
景
に
、
良
子
側
は
王
権
の
危
機
を

意
識
し
た
発
言
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

斎
王
に
よ
る
託
宣
や
夢
告
、
そ
れ
に
類
す
る
よ
う
な
発
言
の
例
は
、
三
条
朝
の
当
子
、
後
一
条
朝
の
嫥
子
、
後
朱
雀
朝
の
良
子
の
例
に

限
ら
れ
る
。
ま
た
、
斎
宮
内
侍
な
ど
斎
宮
関
係
者
の
託
宣
も
数
例
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
前
述
の
三
者
の
時
期
と
重
な
る
た
め
、
斎
宮
が
関

係
す
る
託
宣
は
平
安
時
代
中
期
、
と
り
わ
け
摂
関
期
に
特
徴
的
な
も
の
と
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
託
宣
の
い
ず
れ
も
が
政
治
的
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。
前
節
で
も
取
り
上
げ
た
長
元
の

託
宣
は
、
斎
王
が
荒
祭
宮
の
神
の
託
宣
と
称
し
、
斎
宮
頭
と
そ
の
妻
が
斎
宮
で
私
的
に
祭
祀
を
行
っ
て
い
る
こ
と
と
、
伊
賀
国
の
神
宮

領
の
訴
訟
を
は
じ
め
と
す
る
朝
廷
の
対
応
や
姿
勢
を
批
判
し
、
神
宮
に
対
す
る
不
敬
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
し）
35
（

、
斎
宮
内
侍
に
よ
る
託
宣

も
、
祭
主
の
乱
暴
狼
藉
を
告
発
し
、
祭
主
の
交
代
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た）
36
（

。

そ
の
中
で
、
良
子
同
様
、
斎
王
の
立
場
か
ら
天
皇
の
皇
位
を
肯
定
す
る
言
説
を
提
供
し
た
例
が
あ
る
。
三
条
朝
の
当
子
で
あ
る
。
当

子
の
託
宣
は
、
斎
王
に
よ
る
託
宣
の
初
例
で
、
伊
勢
下
向
を
控
え
、
野
宮
で
潔
斎
中
の
当
子
か
ら
、
生
母
の
藤
原
娍
子
を
通
じ
て
も
た
ら

さ
れ
た）
37
（

。
託
宣
は
、「
以
レ
我
如
レ
立
二
斎
姫
一
、
有
レ
志
之
上
、
近
例
不
レ
多
、
当
時
宝
位
十
八
年
者
」
と
の
内
容
で
、
斎
王
の
存
在
を
通
じ

て
、
三
条
の
皇
位
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
当
子
は
村
上
朝
の
楽
子
以
来
、
約
六
十
年
ぶ
り
に
天
皇
の
娘
の
内
親
王
と
し
て
斎
王
に
選
ば
れ

た
例
で
あ
っ
た
か
ら
、
志
と
は
そ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

選
定
は
、
後
朱
雀
や
良
子
側
の
外
宮
転
倒
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

外
宮
転
倒
を
め
ぐ
っ
て
は
、
後
朱
雀
は
良
子
に
転
倒
や
奉
幣
の
延
引
に
つ
い
て
祈
祷
・
祭
祀
を
命
じ
、
良
子
側
か
ら
は
託
宣
が
も
た
ら

さ
れ
た
。
斎
王
は
天
皇
の
御
杖
代
と
し
て
天
照
大
神
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
役
割
で
は
あ
る
が）

30
（

、
天
皇
の
意
向
を
う
け
、
特
別
に
祭
祀
を
行

う
な
ど
個
別
の
対
応
を
と
る
例
は
、
良
子
の
他
に
史
料
に
見
え
な
い
。
後
朱
雀
が
天
照
大
神
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
手
段
と
し
て
、
祭
祀
の

依
頼
の
よ
う
に
具
体
的
な
形
で
斎
王
を
用
い
る
点
も
、
後
朱
雀
朝
の
特
徴
と
言
え
る
。

二

良
子
に
よ
る
情
報
発
信
の
位
置
づ
け

前
節
で
は
、
良
子
と
後
朱
雀
の
情
報
の
や
り
取
り
か
ら
、
後
朱
雀
朝
に
お
け
る
斎
王
を
め
ぐ
る
情
報
の
出
入
り
の
特
徴
に
言
及
し
た
。

で
は
、
良
子
並
び
に
こ
の
時
期
の
斎
宮
は
、
王
権
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
摂
関
期
に
お

け
る
斎
王
の
託
宣
や
夢
告
と
の
比
較
か
ら
、
良
子
の
情
報
発
信
の
意
義
を
考
え
る
。

１

王
権
の
危
機
と
夢
告

良
子
に
よ
る
発
信
は
、
前
節
で
検
討
し
た
託
宣
の
ほ
か
、
夢
告
も
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
長
暦
四
年
九
月
九
日
に
発
生
し
た
里
内
裏
京

極
院
の
焼
亡
に
対
し
、
斎
宮
に
い
る
良
子
が
、
火
災
の
日
に
後
朱
雀
の
病
平
癒
に
代
わ
り
、
内
裏
が
焼
亡
す
る
と
の
夢
を
見
た
と
い
う
も

の
で
あ
る）
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【
史
料
２
】『
春
記
』
長
暦
四
年
九
月
二
十
四
日
条

廿
四
日
、
丙
子
、（
中
略
）
仰
（
後
朱
雀
）云
、
保（
藤
原
）家
朝
臣
今
日
参
上
、〈
先
日
下
二
遣
伊
勢
一
、
今
日
参
上
、〉
内
裏
焼
亡
夜
斎（
良
子
）王
夢
云
、
諸
卿

Ⅰ　求心 ─人・モノ・情報を引き寄せる─
斎王をめぐる情報の出入り ─後朱雀朝斎王良子内親王の例を中心に─ ………………………………………（松田　茜）

中世前期北伊勢を行き交うヒト・モノ・コト ─『作善日記』を素材として─ ………………………………………（石神教親）

伊勢信仰の地域的展開 ─峠の向こうに何がある─  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（西海賢二）

Ⅱ　醸成 ─地域固有の文化への展開─
古墳時代後期の横穴式石室からみた地域間交流 …………………………………………………（髙松雅文）

近世伊勢国における紙幣の存在形態と流通様相 ─山田羽書の発行構造と諸藩札の関係をめぐって─………（千枝大志）

民俗行事の受容と伝播 ─伊賀地域のカンジョウナワ行事をとおして─ …………………………………………（福田良彦）

東紀州沿岸地方の押しずし文化 ─食に映し出される人とモノの往来─…………………………………………（山本志乃）

Ⅲ　発信 ─三重から全国への波及─
中世後期における伊勢御師の様相 ─道者売券を中心に─ …………………………………………………（小林　郁）

近世後期の伊勢人 松浦武四郎による情報の収集と発信 …………………………………………………（山本　命）

三重県内の自治体史編さんと史料調査  ─一九八〇年代から四〇年間をながめて─ …………………………（吉村利男）

暴動史観と英雄史観 ─伊勢暴動から東海大一揆へ─ …………………………………………………（茂木陽一）

第七二回（三重）大会の記録………………………………………………………………… （大会成果論集刊行特別委員会）
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